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住
民
相
談
室
・
老
人
児
童
課
を
新
設

役
場
で
は
、
二
月
一
日
か
ら
事
務
機

構
が
改
善
さ
れ
ま
す
。

近
年
役
場
の
仕
事
も
複
雑
多
岐
に
わ

た
り
各
課
の
業
務
が
ふ
え
て
お
り
ま

す
。
特
に
住
民
の
方
に
身
近
に
関
係
の

あ
る
福
祉
問
題
は
七
〇
年
代
の
課
題
で

あ
り
又
、
福
祉
向
上
を
望
む
町
民
の
方

々
の
要
望
も
強
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

町
で
も
福
祉
対
策
に
積
極
的
に
と
り
く

む
た
め
事
務
機
構
を
改
革
し
体
制
を
固

め
ま
し
た
。

次
に
故
正
の
主
な
点
を
申
し
ま
す
と

第
一
に
、
公
害
、
陳
情
、
そ
の
他
住
民

相
談
に
対
す
る
窓
口
と
し
て
「
住
民
相

談
室
」
を
新
設
し
ま
し
た
。

琴
だ
、
児
童
福
祉
、
老
人
福
祉
、
老

人
医
療
な
ど
福
祉
対
策
を
す
す
め
る
た

め
「
老
人
児
童
課
」
を
新
設
し
ま
し
た

第
三
に
、
日
本
炭
鉱
閉
山
に
よ
る
炭
住

対
策
、
勤
労
者
の
住
宅
建
設
を
す
す
め

る
た
め
「
住
宅
課
」
を
新
設
し
ま
し
た

第
四
に
、
昨
年
策
定
さ
れ
た
水
巻
町
総

合
開
発
計
画
に
沿
っ
て
、
水
巻
町
を
「

住
み
よ
い
町
」
に
す
る
た
め
、
秩
序
あ

る
土
地
利
用
を
は
か
り
、
都
市
計
画
事

業
実
施
の
た
め
建
設
課
に
都
市
計
画
係

を
新
設
し
ま
し
た
。

以
上
の
よ
う
な
、
事
務
機
構
の
改
善

に
よ
り
、
各
課
の
役
場
配
置
も
変
り
ま

し
た
の
で
、
役
場
に
来
ら
れ
る
と
き
は

お
ま
ち
が
え
の
な
い
よ
う
に
お
願
い
し

ま
す
。
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勤
務
や
多
忙
な
方
は

「
お
届
け
交
付
」
の
ご
利
用
を

役
場
で
は
、
今
度
の
事
務
機
構
の
改

正
に
当
り
、
住
民
課
の
仕
事
と
し
て
、

役
場
に
比
較
的
遠
い
所
に
住
ま
れ
て
い

る
方
や
勤
務
そ
の
他
で
多
忙
の
た
め
、

役
場
に
来
る
こ
と
が
出
来
な
い
町
民
の

方
々
の
た
め
に
戸
籍
、
住
民
票
を
お
届

け
す
る
「
お
届
け
交
付
」
と
い
う
制
度

を
二
月
一
日
か
ら
設
け
ま
し
た
。

手
続
き
は
簡
単
で
す
の
で
ご
利
用
下

さ
い
。申

込
み
場
所

1
　
二
町
営
住
宅
前

原
口
商
店
　
　
（
た
ば
こ
）

2
　
下
二
町
営
住
宅
バ
ス
停
前

千
々
和
た
ば
こ
店

3
　
吉
田
の
二
付
近

白
石
一
商
店
　
（
た
ば
こ
）

4
　
鯉
口
バ
ス
停
付
近

小
田
商
店
　
　
（
た
ば
こ
）

5
　
猪
熊
町
営
住
宅
前

岡
部
商
店
　
　
（
た
ば
こ
）

6
　
樋
口
バ
ス
停
付
近

山
本
商
店
　
　
（
た
ば
こ
）

各課事業各課事務のご案内
課　 室　 係　 名 業　　 務　　 内　　 容

企画開発課 ・企画開発係 総合計画　 統計　 開発基金　 地域開発

総　 務　 課

庶　 務　 係 秘書法制　 ‾文書　 庶務

財　 政　 係 予算管理　 財産管理　 契約　 細度

用　 地　 係 用地買収　 贅言己

人　 事　 課 人　 事　 係 人事　 給与　 行政組織　 事務管理

作　 民　 課

住　 民　 係 戸籍　 住民票　 印かん証明　 選挙

税務庶務係 税の各種申請　 諸証明

課　 税　 係 町県民税　 同定資産税　 国民健康保険税

収　 納　 係 税の収納　 手数料の収納

住民相談室 住民相談室 陳情　 公害　 広報　 交通共塔

厚　 生　 課

民　 生　 係 生活保護　 消防　 水防　 各種募金

国保年金係 国民年金　 国民健康保険

保健衛生係 予防接種　 ごみ　 し尿　 母子手帳

老人児童課 老人児童係 児童手当　 老人医療　 保育所　 母子読

建　 設　 課

建設庶務係 建設庶務　 防音事業　 道路河川の占使用

土　 木　 係 土木道路橋梁　 開発就労事業　 一般失対事業

建　 築　 係 建築

都市計画係 用途地域　 都市計画事業

産　 業　 課 農林商工係 農政　 生産調整 ．畜産振興．商工振興

＼　ヒ　宅　 諌
＼

住宅建設係 住宅建設　 住宅

伐宅管理係 町営住宅の管理に関すること

鉱　 宮　 課
鉱害庶務係 鉱宮庶務

事　 業　 係 鉱寮復旧事業

収入 後車 会　 計　 係 収入支出命令審査　 出納事茜

水　 道　 課
管　 理　 係 水道料金　 給水に関する事務

ｌ二　務　 係 水道工事　 修繕

教　 育　 課

庶　 務　 係 教育庶務

学校教育係 教育委員会・孝枝教育

社会教育係 社会教育　 公民館　 青年婦人活動　 体育

譲会事務局 譲合に関すること

7
　
新
生
街
バ
ス
停
付
近
．

井
上
た
ば
こ
店

8
　
頃
末
バ
ス
停

桑
村
商
店
（
バ
ス
切
付
売
場
）

9
　
水
巻
駅
前

野
添
た
ば
こ
店

請
求
の
方
法

戸
籍
、
住
民
票
の
必
要
な
方
は
、
最
寄

り
の
申
込
み
場
所
で
備
え
付
け
の
申
込

箱
に
必
要
事
項
を
番
い
た
申
請
書
を
投

か
ん
し
ま
す
。

平
日
の
場
合

一
四
時
か
ら
一
六
時
の
間
に
収
集
し

翌
日
の
一
六
時
ま
で
に
申
込
み
場
所
に

お
届
け
し
ま
す
。

土
曜
日
の
場
合

一
〇
時
か
ら
一
二
時
ま
で
の
間
に
収

集
し
、
翌
々
日
（
月
曜
日
）
の
一
六
時

ま
で
に
お
届
け
し
ま
す
。

料
金
は
書
類
を
受
取
る
と
き
に
そ
こ

の
た
ば
こ
店
に
支
払
っ
て
下
さ
い
。

内案ご

水
道
課

管理係
工務係

住民相談室

書　 庫

（旧就職相言炎室跡）

住
宅
課

住
宅
建
設
係

住
宅
管
理
係

（町民会館）

教育委員会
庶　務　係
学校教育係
社会教育係

水巻町役場

ｌ ｌ土地開発
公社

企画開発
課ｌ
Ｉ

！農隻

借課

は

建設課 ！鉱害諷
ー建蓋射 董芸

築計木庶
係 係 係 係 ｌ 係 係

ｌ

譲会事務局

総務課

湘生厚（

民
　
生
　
係

保
健
衛
生
係

国
保
年
金
係

住
　
民
　
係

湘民
一

′
1（

税
務
庶
務
係

収
　
納
　
係

課
　
税
　
係

用地係
庶務係
財政係

人事課
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新
春
恒
例
の
消
防
僧
の
雨
で
日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
披
露

団
出
初
式
が
一
月
七
す
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

臼
、
町
民
会
館
に
お
式
に
臨
む
団
鼻
た
ち
の
間
に
は
町
の
守

消

防

団

出

初

式

い
て
行
な
わ
れ
ま
し
り
を
う
け
持
っ
た
と
い
う
気
塊
が
う
か

が
わ
れ
ま
し
た
。

健
康
管
理
に

成
人
病
定
期
検
診
を

町
の
国
民
健
康
保
険
で
は
、
次
の
と

お
り
成
人
病
の
定
期
検
診
を
お
こ
な
い

ま
す
。こ

の
定
期
検
診
は
病
気
の
早
期
発
見

は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
主
目

的
は
自
分
の
健
康
は
自
分
で
た
し
か
め

安
心
し
て
日
常
生
活
を
お
く
る
こ
と
に

あ
り
ま
す
。

不
幸
に
し
て
病
気
が
発
見
さ
れ
て
も

早
期
治
療
と
注
意
に
よ
っ
て
、
脳
卒
中

な
ど
の
大
事
を
事
前
に
く
い
と
め
る
こ

と
が
多
く
あ
り
ま
す
の
で
、
す
す
ん
で

受
診
く
だ
さ
い
。

ｅ
検
診
該
当
者

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
で
三
十
才

以
上
の
人
。

・
検
診
場
所

遠
賀
保
健
所

・
検
診
日
時

二
月
十
四
日
、
二
月
二
十
一
日
、

三
月
七
」
、
三
月
十
四
日
、

受
付
九
時
三
十
分
～
十
一
時

検
診
九
時
三
十
分
～
十
一
時
三
十
分

・
検
診
項
目

血
圧
測
定
、
検
尿
、
体
重
測
定
、

保
健
相
談
指
導
、

。
検
診
料

無
料

以
上
の
と
お
り
四
回
に
分
け
て
実
施

い
た
し
ま
す
の
で
受
診
く
だ
さ
い
。

ま
た
成
人
病
予
防
に
つ
い
て
は
、
四

月
よ
り
成
人
病
教
室
を
開
設
し
、
韓
義

や
食
事
に
つ
い
て
の
実
習
試
食
、
脳
卒

中
後
の
家
庭
看
護
ま
で
皆
さ
ん
と
共
に

勉
強
す
る
予
定
で
す
。
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イ

人

生

に

良

寛

を

新
成
人
　
四
　
三

町
の
成
人
式
は
一
月
十
五
日
「
成
人

の
日
」
に
、
水
巻
町
民
会
館
で
四
三
四

人
（
男
一
九
九
人
女
二
三
五
人
）
を
招

き
、
そ
の
前
途
を
祝
し
ま
し
た
。

式
は
開
会
の
辞
で
は
じ
ま
り
、
町
境
・

議
長
・
教
育
長
・
県
議
の
万
々
か
ら
温

か
い
励
ま
し
の
言
葉
が
送
ら
れ
、
新
成

人
を
代
表
し
て
光
来
秀
借
君
が

「
私
達
は
今
ま
で
両
線
や
社
会
の
あ
た

た
か
い
愛
の
目
に
み
卦
も
ら
れ
て
成
長

し
て
来
ま
し
た
が
、
き
よ
う
か
ら
は
社

会
に
生
き
公
田
と
し
て
、
自
分
が
し

四
　
名

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
見
き
わ
め

新
し
い
本
当
の
人
生
を
、
正
し
く
、
力

強
く
、
生
き
て
い
く
整
い
決
意
と
自
覚

を
し
て
い
ま
す
。
…
…
」

と
喜
び
と
希
望
に
満
ち
た
顔
で
力
強
く

答
辞
を
朗
読
し
、
最
後
に
町
民
会
館
中

底
に
記
念
植
樹
の
ツ
ツ
ジ
を
植
え
式
を

終
り
ま
し
た
。

式
に
ひ
き
つ
づ
き
青
年
団
体
協
議
会

と
成
人
代
表
の
実
行
委
風
で
計
画
さ
れ

た
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、
九
州
共

立
大
学
の
エ
レ
キ
バ
ン
ド
の
演
奏
や
ダ

ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
、
ホ
ー
ク
ソ
ン
グ
合

唱
な
ど
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

成
人
の
日
に
思
う

一
、
新
成
人
と
し
て
の
決
意

今
年
の
元
旦
三
十
歳
に
な
る
今
年

こ
そ
は
、
だ
れ
に
も
甘
え
ず
、
自
分
の

意
志
を
大
切
に
す
る
よ
う
な
其
の
意
味

の
大
人
に
な
ろ
う
″
と
一
年
の
計
を
た

て
た
私
で
あ
る
。

し
か
し
、
ま
だ
子
供
の
気
持
か
ら
完

全
に
抜
け
だ
せ
な
い
私
に
は
、
所
詮
は

卓
上
の
空
論
に
す
ぎ
ず
、
は
っ
き
り
と

㌧
露
鰯
墾
鮮
鮮

出
席
し
、
来
賓
の
方
々
か
ら
、
激
励
や

世
間
の
我
々
を
見
る
目
が
変
わ
る
こ
と

を
聞
き
、
お
そ
ま
き
な
が
ら
、
も
う
大

人
で
あ
る
こ
と
を
認
軸
し
、
そ
の
宜
任

や
立
場
を
自
覚
し
た
。

い
ま
ま
で
あ
る
程
度
の
社
会
人
と
し

て
の
欠
陥
は
、
若
い
か
ら
経
験
不
足
だ

か
ら
と
ひ
い
き
目
で
見
て
く
れ
た
社
会

で
あ
る
が
、
こ
れ
か
ら
は
甘
え
ら
れ
な

い
。
今
日
か
ら
は
行
動
や
言
論
な
ど
の

あ
ら
ゆ
る
行
為
に
対
し
て
の
責
任
が
、

法
的
に
も
道
徳
的
に
も
か
か
っ
て
来

る
。成

人
と
し
て
の
現
実
の
厳
し
さ
を
知

り
、
少
し
で
も
完
全
な
社
会
人
と
な
る

た
め
に
自
分
の
悪
い
癖
で
あ
る
．
よ
く

考
え
な
い
で
行
動
し
宮
論
す
る
．
こ
と

を
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
物
事
を

計
画
的
に
考
え
、
若
い
力
を
仕
事
に
打

込
み
自
分
の
行
為
に
対
し
て
貸
任
の
持

て
る
よ
う
な
り
っ
ぱ
な
社
会
人
に
な
る

こ
と
を
、
こ
の
成
人
の
日
に
誓
っ
た
。

「
封
桁
の
あ
る
成
人
式
を

以
上
の
よ
う
に
成
人
式
は
私
に
と
っ

て
蓄
深
い
も
の
で
、
各
来
賓
の
方
々

の
祝
辞
も
発
奮
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
は
あ

っ
て
も
、
決
っ
し
て
長
い
と
は
患
わ
な

か
っ
た
。

し
か
し
、
ひ
と
つ
気
に
入
ら
な
い
こ

と
が
あ
る
。
そ
れ
は
新
成
人
が
こ
れ
か

ら
歩
も
う
と
す
る
社
会
へ
の
不
安
や
こ

れ
か
ら
の
抱
負
な
ど
を
辞
し
あ
う
場
が

な
か
っ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。

率
直
に
い
え
ば
、
日
を
あ
ら
た
め
て

も
容
易
に
実
行
で
き
る
フ
ォ
ー
ク
ソ
ン

グ
を
歌
っ
た
り
、
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

な
ど
を
す
る
こ
と
よ
り
も
、
た
が
い
の

決
意
を
発
表
し
、
こ
の
日
本
を
住
み
よ

く
す
る
こ
と
を
協
力
し
あ
う
と
い
う
、

確
か
な
手
ご
た
え
が
ほ
し
か
っ
た
。

暴
論
か
も
し
れ
な
い
が
、
最
後
に
私

な
り
の
成
人
式
案
を
述
べ
て
み
よ
う
。

ま
ず
一
月
十
五
日
に
は
、
オ
ー
ソ
ド

ッ
ク
ス
に
開
会
式
、
祝
辞
、
答
辞
と
進

め
て
い
く
。
そ
れ
か
ら
私
の
目
玉
商
品

で
あ
る
、
祝
辞
を
寄
せ
て
下
さ
っ
た
方

々
を
囲
ん
で
の
討
論
を
し
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
区
で
な
ど
や
か
な
締
め
く
く
り

を
す
る
。
こ
れ
は
一
部
の
地
区
で
は
や

っ
て
い
る
そ
う
だ
が
、
も
っ
と
徹
底
し

て
ほ
し
い
。

そ
し
て
、
み
ん
な
で
歌
っ
た
り
、
ダ

ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
と
い
う
の
は
後
日
で

も
よ
い
と
患
う
。

こ
れ
は
理
想
論
か
も
し
れ
な
い
。
し

か
し
、
何
年
か
後
に
実
現
さ
せ
る
た
め

の
協
刀
を
惜
し
ま
な
い
。
将
来
の
新
成

人
の
た
め
に
。
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昭
和
四
十
八
年
度

保
育
園
児
募
集

保
育
時
間
の
大
巾
延
長
と
一

み
な
み
保
育
園
の
新
設

町
老
人
児
童
課
で
は
、
児
童
福
祉
法

の
規
定
に
も
と
づ
い
て
昭
和
四
十
八
年

度
保
育
園
児
を
次
の
と
お
り
募
集
し
て

お
り
ま
す
。

保
育
内
容

厚
生
省
保
育
指
針
及
び
幼
稚
園
教

育
要
観
に
も
と
づ
き
実
施

受
付
期
間

自
昭
和
四
十
八
年
二
月
一
日

至
昭
和
四
十
八
年
二
月
二
十
八
日

保
育
時
間

七
時
三
十
分
～
十
八
帖
迄

入
園
資
格

水
巻
町
内
に
居
住
し
、
小
学
校
入

学
前
の
者
で
あ
っ
て
、
次
の
各
項

に
該
当
す
る
者
。

。
共
稼
ぎ
を
さ
れ
て
い
る
家
庭
の
児

童
。

。
お
母
さ
ん
が
内
職
な
ど
を
さ
れ
て

い
る
家
虞
の
児
童
。

ｅ
お
母
さ
ん
の
い
な
い
家
庭
の
児
童

。
お
母
さ
ん
の
み
で
生
計
を
た
て
ら

れ
て
い
る
家
庭
の
児
童
。

。
お
母
さ
ん
が
病
気
を
さ
れ
た
り
、

病
気
の
看
護
な
ど
に
あ
た
ら
れ
る

家
庭
の
児
砥
。

。
各
前
号
の
は
か
、
保
育
に
か
け
る

な
ん
ら
か
の
事
情
の
あ
る
も
の
。

入
園
期
日

四
月
三
日
（
火
）

保
育
園
の
名
称

第
一
保
育
園
（
水
巻
町
役
場
横
）

定
員
　
7
0
名

第
二
保
育
園
（
君
田
公
民
館
横
）

定
員
　
7
0
名

第
三
保
育
園
（
古
賀
区
県
道
筋
）

定
員
　
9
0
名

※
新
設

社
会
福
祉
猿
人

水
巻
み
な
み
保
育
園
（
上
二
町
住

バ
ス
停
横
）

定
艮
　
6
0
名

保
育
料
等
そ
の
他
の
詳
細
に
つ
い
て
・

は
、
老
人
児
童
課

（
Ｔ
Ｅ
土
ハ
〇
一
－
四
三
一
二
）
へ
お

問
い
合
せ
下
さ
い
。

登
録
代
替
保
母

を
募
集
〃
‥

一
、
条
件

ィ
、
日
給

有
資
格
者
一
、
八
〇
〇
円

無
資
格
者
一
、
六
〇
〇
円

ロ
、
勤
務
日
数

年
間
約
一
八
〇
日
～
二
〇
〇
日

詳
細
に
つ
い
て
は
、
老
人
児
童
課
へ

お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

水
巻
町
建
設
工
事
の

指

名

願

受

付

昭
和
四
十
八
年
度
水
巻
町
建
設
工
事

測
量
、
設
計
「
指
名
願
」
の
東
新
、
新
規

の
受
付
を
次
の
と
お
り
行
な
い
ま
す
。

（
期
間
）
四
月
二
目
よ
り
四
月
十
六
日

．
ま
で

（
資
格
）
町
内
に
営
業
所
を
有
す
る
法

人
・
個
人
に
限
り
ま
す
。

（
受
付
場
所
）
役
場
総
務
課
財
政
係

ネズミ駆除に協力を

私
た
ち
か
生
活
を
常
む
中
で
多
く
の

害
敵
が
い
ま
す
が
、
そ
の
中
で
も
特
に

ネ
ズ
ミ
は
非
常
に
多
く
の
害
を
人
間
社

会
に
及
ぼ
し
ま
す
。
そ
の
事
は
、

1
　
商
店
・
家
庭
・
農
家
の
食
糧
及
び

家
具
類
を
く
い
荒
す
。

2
　
病
原
菌
を
ま
き
散
ら
す
。

3
　
ダ
ニ
等
の
発
生
源
と
な
る
。

4
　
環
境
を
破
戒
す
る
。

こ
の
よ
う
に
私
た
ち
の
生
活
を
く
い

憩
　
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

荒
い
人
。

一
、
事
業
所
得
者
・
不
動
産
所
得

想
踊
臥
純
絹
賎

無
　
を
差
引
き
、
そ
の
金
額
を
基
と

順
一
し
て
算
出
し
た
税
額
が
配
当
控

整
　
除
額
よ
岩
多
い
人
。

刷
一
二
、
四
十
七
年
中
の
給
与
の
収
入

悪
　
金
禦
五
〇
〇
万
円
吾
え
る

一
一
人
。

三
、
給
与
を
一
ヶ
所
か
ら
受
け
て

憩
　
い
る
人
で
、
給
与
所
得
．
退
職

所
得
以
外
の
所
得

金
額
の
合
計
額
が

荒
し
て
行
く
の
で
す
。

各
家
庭
で
は
、
私
の
と
こ
ろ
に
は
い

な
い
等
と
よ
く
云
わ
れ
ま
す
が
決
し
て

そ
う
で
は
な
い
の
で
す
。
ネ
ズ
ミ
は
周

期
的
に
移
動
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
少
し
の
間
合
い
も
な
い
か
ら
と
云

っ
て
安
心
は
出
来
ま
せ
ん
。

又
、
駆
除
す
る
場
合
も
全
家
庭
が
協

力
し
な
い
と
意
味
が
な
い
の
で
す
。
ネ

ズ
ミ
算
と
云
わ
れ
る
程
す
ご
い
繁
殖

力
は
皆
さ
ん
も
御
存
知
だ
と
患
い
ま

す
。こ

の
期
間
に
各
家
庭
で
協
力
し
て
ネ

ズ
ミ
を
駆
除
し
ま
し
ょ
う
。
町
で
は
ネ

ズ
ミ
の
粟
を
無
償
で
配
付
す
る
予
定
で

す
。

な
お
こ
の
ネ
ズ
ミ
駆
除
月
間
ポ
ス
タ

ー
を
、
県
衛
生
連
合
会
が
募
集
し
ま
し

た
と
こ
ろ
頃
末
小
学
校
の
水
上
椅
子
さ

ん
が
人
寅
さ
れ
ま
し
た
。

社
会
福
祉
協
議
会
へ

の
ご
寄
贈
感
謝
い
た

し
ま
す
。

◎
金
一
封

野
添
繁
生
殿

快
気
祝
と
し
て
（
吉
田
車
返
）

◎
金
一
封
、

新
日
本
プ
ロ
レ
ス
協
会
・
水
巻
生
活

互
助
金
殿

一
月
二
十
日
水
中
跡
地
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
プ
ロ
レ
ス
興
行
の
浄
財
を

社
会
福
祉
事
業
推
進
の
た
め
寄
附
さ

れ
ま
し
た
。

◎
香
典
返
し
と
し
て

つ
つ
し
ん
で
故
人
の
ど
冥
槽
を
お
祈

り
い
た
し
ま
す
。

町
政
森
野
春
雄
殿
（
吉
田
団
地
）

森
野
久
子
殿

故
林
　
茂
　
殿
（
宮
ノ
下
社
宅
）

林
　
イ
カ
殿

故
河
野
国
一
殿
（
机
社
宅
）

河
野
轟
之
殿

故
甲
斐
田
マ
セ
殿
（
美
吉
野
団
地
）

山
中
　
進
殿

故
白
浜
祐
志
殿
（
吉
田
ノ
ニ
滑
石
）

白
浜
昭
治
殿

故
北
野
常
太
郎
殿
（
み
ず
ほ
団
地
）

北
野
キ
チ
殿

故
加
茂
チ
ウ
殿
（
吉
田
ノ
三
鯉
口
）

加
茂
繁
男
殿

故
菅
野
マ
ス
ヨ
殿
（
吉
田
片
山
）

佐
迫
　
覚
殿

故
岡
松
敏
子
殿
（
中
間
市
寿
町
）

松
岡
義
弘
殿

故
山
田
庄
太
郎
殿

山
田
フ
ジ
ヲ
殿

山
田
　
患
計
殿

故
藤
崎
ヒ
サ
ノ
殿
（
吉
田
三
鯉
口
）

藤
崎
松
子
殿

得
や
退
職
所
得
以
外
の
各
種
の
所
得

金
額
の
合
計
額
が
十
万
円
を
こ
え
る

人
。

五
、
家
事
使
用
人
や
外
国
の
在
日
公
館

に
勤
務
す
る
人
な
ど
で
、
給
与
の
支

払
を
受
け
る
際
に
、
所
得
税
を
源
泉

徴
収
さ
れ
な
い
こ
と
と
な
っ
て
い
る

人
。

八
、
前
述
は
あ
て
は
掌
ら
な
い
人
で
も

資
産
所
得
に
つ
い
て
合
算
課
税
の
適

用
を
受
け
る
人
。

九
、
退
職
所
得
が
あ
る
人
は
通
常
申
告

す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
退
職

金
の
支
払
を
受
け
る
際
に
「
退
職
所

得
の
受
給
に
関
す
る
申
告
番
」
を
提

出
し
な
か
っ
た
た
め
、
二
〇
％
の
税

所
得
税
の
確
定
申
告
と
納
税
は

五
月
溝
五
日
ま
茫

十
万
円
を
こ
え
る

人
。

四
、
給
与
を
二
カ
所

以
上
か
ら
受
け
て

い
る
人
で
、
年
末

調
整
さ
れ
た
給
与

以
外
の
給
与
の
収

入
金
額
と
給
与
所

六
、
同
族
会
社
の
役
員
や
そ
の
親
族
な

ど
で
、
そ
の
法
人
か
ら
給
与
の
は
か

に
貸
付
金
の
利
子
・
店
舗
・
工
場
な

ど
の
賃
貸
料
、
機
械
器
具
の
使
用
料

な
ど
の
支
払
を
受
け
て
い
る
人
。

七
、
災
害
を
受
け
た
人
で
、
四
十
七
年

中
の
給
与
に
つ
い
て
災
害
減
免
法
に

よ
る
源
泉
徴
収
税
額
の
徴
収
猶
予
や

還
付
を
受
け
た
人
。

率
で
所
得
税
を
源
泉
徴
収
さ
れ
た
人

で
、
そ
の
源
泉
徴
収
税
額
が
正
規
の

税
額
よ
り
も
少
な
い
人
。

確
定
申
告
を
す
れ
ば

税
金
が
も
ど
る
人

確
定
申
告
を
す
る
必
要
の
な
い
人
で

も
、
源
泉
徴
収
さ
れ
た
税
金
や
予
定
納

税
を
し
た
税
金
が
納
め
過
ぎ
に
な
っ
て

い
る
人
は
、
還
付
を
受
け
る
た
め
の
申

告
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

時
に
、
次
の
よ
う
な
人
は
、
税
金

が
納
め
過
ぎ
に
な
っ
て
い
な
い
か
ど

う
か
を
確
か
め
て
く
だ
さ
い
。

二
四
十
七
年
甲
の
所
得
が
少
な
い
人

で
、
利
子
や
配
当
・
原
稿
料
な
ど
の

収
入
が
あ
る
人
。

二
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
、
雑
損
控
除
や

医
療
費
挫
除
、
住
宅
取
得
控
除
な
ど

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
人
。

三
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
、
年
の
中
途
で

退
職
し
、
そ
の
後
就
職
し
な
か
っ
た

た
め
年
未
調
整
を
受
け
な
か
っ
た

人
。

四
、
予
定
納
税
を
し
て
い
る
人
で
、
災

害
を
受
け
た
り
営
業
不
振
だ
っ
た
り

し
て
所
得
が
著
し
く
減
り
確
定
申
告

の
必
要
が
な
く
な
っ
た
人
。

◎
還
付
を
受
け
る
た
め
の
確
喜
口
は

お
早
め
に
。

納
税
相
談
日
程
と
会
場

水
巻
町
々
艮
会
館
ホ
ー
ル

三
月
一
日
～
三
月
三
日

転


